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病
原
性
真
菌
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病
原
因
子
、薬
剤
耐
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解
析
、

お
よ
び
診
断
法
の
開
発�

薬･

村
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ク
ロ
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恭
久
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授

　

ウ
ィ
ル
ス
や
細
菌
な
ど
小

さ
な
病
原
体
を
病
原
微
生
物

と
呼
ぶ
。
そ
の
中
で
も
、
真

菌
に
よ
る
感
染
症
が
主
な
研

究
テ
ー
マ
で
あ
る
。
門
外
漢

に
と
っ
て
専
門
用
語
は
難
し

く
聞
こ
え
が
ち
だ
が
、
真
菌

と
は
カ
ビ
、
酵
母
、
キ
ノ
コ

の
こ
と
で
あ
る
。

　

人
体
に
は
病
気
を
起
す
カ

ビ
が
生
息
し
て
い
る
。
例
え

ば
、
白
癬
菌
感
染
症
で
あ
る

水
虫
。
日
本
人
の
20
％
が
水

虫
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う

デ
ー
タ
も
あ
る
。
ま
た
、
加

齢
に
よ
り
免
疫
力
が
弱
っ
て

く
る
と
、
真
菌
に
よ
る
肺
炎

な
ど
解
剖
例
の
約
5
％
は
臓

器
に
カ
ビ
が
生
え
る
症
状
が

見
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。

人
間
の
体
は
真
菌
ま
み
れ

　

最
近
、
特
に
力
を
注
い
で

い
る
研
究
テ
ー
マ
の
一
つ
は

診
断
法
の
開
発
で
あ
る
。「
も

と
も
と
人
間
の
体
は
真
菌
ま

み
れ
で
、
健
常
人
で
も
抗
体

を
持
っ
て
い
る
た
め
診
断
が

困
難
な
の
で
す
。
ま
た
、
病

気
の
人
ほ
ど
抗
体
を
つ
く
り

に
く
い
こ
と
も
あ
っ
て
抗
体

に
よ
る
診
断
は
難
し
い
の
で

す
。
培
養
が
で
き
れ
ば
良
い

の
で
す
が
、
こ
れ
も
難
し

く
、
ま
た
時
間
も
か
か
り
ま

す
。
そ
の
た
め
別
の
診
断
手

法
が
必
要
な
の
で
す
」
と
話

す
。

　

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
手

法
は
、
分
子
生
物
学
的
方
法

に
よ
り
病
理
検
体
か
ら
病
原

真
菌
を
検
出
す
る
手
法
で
あ

る
。
日
本
で
は
開
発
途
上
の

研
究
で
こ
れ
ま
で
認
可
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
ほ
か
に

も
、
病
原
菌
が
な
ぜ
病
原
性

を
発
揮
し
て
い
る
の
か
、
と

い
っ
た
根
本
的
な
問
題
や
、

真
菌
の
薬
剤
耐
性
に
着
目
し

た
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

薬
剤
耐
性
と
は
、
薬
が
効

か
な
い
、
あ
る
い
は
効
き
に

く
く
な
る
現
象
で
あ
る
。「
真

菌
（
カ
ビ
）
と
い
っ
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
カ
ビ
が
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
使
う
薬

も
違
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、

環
境
中
に
も
真
菌
は
た
く
さ

ん
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、

植
物
に
付
着
し
た
菌
が
大
気

中
に
飛
ん
で
そ
れ
を
吸
っ
て

感
染
す
る
パ
タ
ー
ン
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
環
境
中
に
す
で
に
耐
性

菌
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と

疑
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農

薬
に
は
耐
性
の
構
造
が
似
て

い
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
関

連
性
を
同
僚
の
廣
瀬
大
助
教

（
菌
類
の
生
態
学
）
と
共
同

で
追
究
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
語
る
。

　

今
後
の
研
究
課
題
と
し
て

は
、
抗
真
菌
薬
の
開
発
を
挙

げ
る
。「
真
菌
は
、
遺
伝
子

系
統
か
ら
す
る
と
植
物
よ
り

も
動
物
に
近
い
。
す
な
わ
ち

真
菌
は
限
り
な
く
人
間
に
近

い
と
言
え
ま
す
。
で
す
か

ら
、
薬
を
効
か
せ
よ
う
と
す

る
と
副
作
用
が
強
く
な
り
ま

す
。
人
間
の
細
胞
と
共
通
点

も
多
く
、
抗
真
菌
薬
の
開
発

は
非
常
に
難
し
い
の
で
す
。

細
胞
壁
が
無
い
な
ど
の
特
徴

を
見
据
え
て
の
抗
真
菌
薬
の

開
発
が
試
み
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

今
年
6
月
27
日
、
東
京
都

新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

で
村
山
准
教
授
が
会
長
と
な

り
「
第
36
回
関
東
医
真
菌
懇

話
会
」
が
開
催
さ
れ
る
。
テ

ー
マ
は
「
医
真
菌
学
と
菌
類

学
と
の
融
和
を
め
ざ
し

て
」。
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
接

点
の
な
か
っ
た
医
真
菌
学
と

菌
類
学
の
研
究
分
野
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
画
期
的

な
試
み
で
、
薬
学
研
究
者
な

ら
で
は
の
発
案
だ
。「
日
本

で
は
医
真
菌
学
の
研
究
者
が

減
少
の
一
途
。
垣
根
を
越
え

た
菌
類
学
と
い
う
大
き
な
視

野
か
ら
見
え
て
く
る
未
来
に

希
望
を
つ
な
ぎ
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。

好
き
な
こ
と
を
長
く

　

薬
学
部
を
目
指
し
た
の

は
、
幼
少
の
頃
か
ら
病
気
が

ち
で
「
人
の
体
に
関
す
る
こ

と
に
従
事
し
た
い
」
と
考
え

た
こ
と
が
き
っ
か
け
。
当
初

は
漢
方
薬
に
興
味
が
あ
っ
た

が
、
次
第
に
生
物
学
的
な
研

究
に
面
白
さ
を
感
じ
始
め

た
。
大
学
院
は
微
生
物
学
の

教
室
へ
進
む
。
や
が
て
真
菌

が
主
と
な
る
。「
好
き
な
こ

と
な
ら
一
生
続
け
ら
れ
る
。

研
究
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
続

か
な
い
。
何
か
一
時
で
も
一

生
懸
命
す
れ
ば
、
必
ず
何
か

が
残
る
。
そ
し
て
必
ず
ど
こ

か
で
役
に
立
つ
」
と
話
す
。

　

女
性
研
究
者
支
援
と
男
女

共
同
参
画
、
お
よ
び
次
世
代

女
性
研
究
者
の
育
成
を
推
進

す
る
日
本
大
学
「
キ
ャ
リ
ア

ウ
ェ
イ
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化

日
大
モ
デ
ル
」
の
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
で
も
あ
る
。「
娘
が
一

人
で
、
孫
は
二
人
。
学
会
な

ど
で
休
日
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と

も
多
い
仕
事
で
す
が
、
手
伝

え
る
と
き
に
手
伝
っ
て
い
ま

す
」
と
話
す
。

　

村
山
　
琮
明
（
む
ら
や

ま
・
そ
う
め
い
）日
本
大
学

理
工
学
部
薬
学
科
卒
業
、

千
葉
大
学
大
学
院
薬
学
研

究
科
博
士
課
程

前
期
、
後
期
修

了（
薬
学
博
士
）。東
京
大

学
医
科
学
研
究
所
勤
務
、

明
治
薬
科
大
学
助
手
、
帝

京
大
学
医
学
部
講
師
、
北

里
大
学
大
学
院
感
染
制
御

科
学
府
講
師
を
経
て
、
平

成
23
年
か
ら
現
職
。
東
邦

大
学
医
学
部
客
員
講
師
、

千
葉
大
学
真
菌

医
学
研
究
セ
ン

タ
ー
非
常
勤
講
師
を
兼

務
。
日
本
医
真
菌
学
会
、

日
本
細
菌
学
会
な
ど
に
所

属
。
神
奈
川
県
出
身
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　

辻
本
　
恭
久
（
つ
じ
も

と
・
や
す
ひ
さ
）
昭
和
54

年
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

卒
業
、
同
58
年
同
大
学
院

松
戸
歯
学
研
究

科
修
了
。
同
松

戸
歯
学
部
歯
内
療
法
学
講

座
助
手
、
専
任
講
師
を
経

て
准
教
授（
診
療
教
授
）。

松
本
歯
科
大
学
非
常
勤
講

師
、
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
歯

科
衛
生
専
門
学
校
校
長
。

日
本
顕
微
鏡
歯
科
学
会
会

長
、
日
本
歯
内
療
法
学

会
、
日
本
歯
科

保
存
学
会
、
米

国
歯
内
療
法
学
会
な
ど
に

所
属
。
鈴
木
賢
策
賞
・
デ

ン
ツ
プ
ラ
イ
賞
受
賞
。
北

海
道
出
身
、
59
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

抗
真
菌
薬
の
開
発
は
困
難

医
真
菌
学
と
菌
類
学
と
の
融
和
を
目
指
す

　

歯
を
抜
歯
す
る
こ
と
な
く

保
存
治
療
す
る
一
つ
が
「
歯

内
療
法
」
で
あ
る
。
主
に
根

の
治
療
（
根
管
治
療
）
を
行

っ
て
歯
の
根
の
部
分
を
残

し
、
歯
を
健
全
歯
と
同
様
に

回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。虫
歯
な
ど
で
歯
髄（
歯

の
神
経
）
が
腐
敗
す
る
と
神

経
を
取
る
こ
と
に
な
る
が
、

手
探
り
の
治
療
で
は
成
功
率

が
低
く
神
経
を
取
っ
た
歯
を

抜
歯
す
る
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
歯
を
救
い
、
長

く
機
能
を
持
た
せ
る
た
め

に
、
現
在
は
普
及
率
５
％
と

低
い
が
、
手
術
用
顕
微
鏡
の

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
っ

て
根
管
治
療
を
行
っ
て
い

る
。

　

直
径
１
ミ
リ
以
下
の
根
の

先
に
あ
る
歯
髄
を
肉
眼
で
見

る
の
は
困
難
だ
が
、
マ
イ
ク

ロ
ス
コ
ー
プ
を
活
用
す
る
と

約
20
倍
の
拡
大
画
像
を
通
じ

て
光
も
届
く
た
め
、
細
部
ま

で
見
る
こ
と
が
で
き
、
よ
り

正
確
な
治
療
に
つ
な
が
る
。

例
え
ば
、
肉
眼
で
行
わ
れ
た

根
管
治
療
の
再
治
療
の
成
功

率
は
６
〜
７
割
だ
っ
た
が
、

マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
う

と
約
９
割
に
上
が
っ
て
き
て

い
る
と
い
わ
れ
る
。

　
「
肉
眼
で
の
手
術
も
以
前

は
５
割
前
後
の
成
功
率
で
し

た
が
、
同
様
に
９
割
以
上
が

治
る
よ
う
に
な
り
、
飛
躍
的

な
伸
び
を
示
し
て
い
ま
す
」

　

こ
の
治
療
法
は
約
20
年
前

か
ら
始
ま
り
、
米
国
で
は
専

門
医
の
ほ
と
ん
ど
が
マ
イ
ク

ロ
ス
コ
ー
プ
を
使
っ
た
治
療

を
行
っ
て
い
る
。
日
本
で
は

歯
内
療
法
を
専
門
に
行
う
医

師
は
少
な
い
が
、
そ
う
し
た

中
で
「
学
部
内
で
の
教
育
、

研
修
医
で
の
教
育
、
同
窓
生

に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を

10
年
以
上
前
か
ら
実
施
し
て

い
ま
す
」
と
語
り
、
松
戸
歯

学
部
付
属
病
院
で
は
マ
イ
ク

ロ
ス
コ
ー
プ
下
で
の
治
療
も

行
わ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
で
初
め
て
、
厚
生

労
働
省
か
ら
病
院
長
と
私
が

特
別
予
約
診
療
の
許
可
を
得

て
紹
介
患
者
の
治
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
患
者
は
関
東
近

県
に
及
び
、
遠
く
宮
古
島
か

ら
訪
れ
る
人
も
い
ま
す
」

　

ま
た
、
企
業
と
共
同
で
マ

イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
治
療
用
の

機
材
を
開
発
し
、
日
本
顕
微

鏡
歯
科
学
会
を
立
ち
上
げ
て

こ
の
治
療
を
行
う
よ
う
に
な

り
、
会
長
を
務
め
て
い
る
。

リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
は
有
害
性
が

あ
る
た
め
生
体
に
良
く
な
い

と
い
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
を

利
用
し
た
光
線
力
学
的
治
療

法
の
研
究
で
あ
る
。
そ
の
一

つ
に
、
あ
る
種
の
フ
リ
ー
ラ

ジ
カ
ル
を
発
生
さ
せ
て
、
歯

の
根
の
細
菌
だ
け
を
退
治
し

て
い
く
と
い
う
治
療
法
の
開

発
が
あ
る
。
ま
た
、
活
性
酸

素
は
炎
症
過
程
で
発
生
す
る

が
、
抗
炎
症
剤
の
薬
の
種
類

に
よ
っ
て
は
活
性
酸
素
を
完

全
に
変
換
さ
せ
た
り
消
去
さ

せ
る
な
ど
色
々
な
消
去
の
仕

方
が
あ
り
、
炎
症
を
抑
え
て

結
果
的
に
効
果
を
上
げ
て
い

る
と
い
う
研
究
を
し
た
。

　

さ
ら
に
、
緑
茶
の
成
分
に

含
ま
れ
る
カ
テ
キ
ン
が
フ
リ

ー
ラ
ジ
カ
ル
を
消
去
す
る
こ

と
を
十
数
年
前
に
発
見
し
、

企
業
と
共
同
で
特
許
を
取
得

根
の
形
態
の
違
い
や
根
管
の

形
の
特
徴
な
ど
を
調
べ
て
、

新
し
い
知
見
を
歯
内
療
法
に

役
立
て
よ
う
と
、
そ
れ
を
中

心
に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

見
せ
る
教
育
で
効
果
を

　

担
当
す
る
歯
内
療
法
学
講

座
で
は
、
歯
の
根
管
治
療
や

歯
髄
を
保
存
さ
せ
る
方
法
、

歯
髄
を
除
去
し
て
か
ら
の
治

療
に
歯
内
療
法
外
科
を
含
め

て
、
歯
科
保
存
学
の
中
の
歯

内
療
法
学
に
関
す
る
も
の
を

教
え
て
い
る
。
授
業
は
３
年

生
に
講
義
と
実
習
を
実
施
し

５
〜
６
年
生
に
な
る
と
臨
床

講
座
の
中
で
歯
内
療
法
学
の

専
門
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

　

実
習
用
と
し
て
マ
イ
ク
ロ

ス
コ
ー
プ
が
置
か
れ
て
い
る

が
、
学
生
に
は
「
拡
大
し
て

見
せ
る
た
め
の
教
育
と
し
て

肉
眼
で
見
る
も
の
と
の
違
い

を
教
え
て
お
り
、
こ
の
教
育

効
果
は
上
が
っ
て
い
ま
す
」

と
語
る
。
そ
の
後
、
研
修
医

や
勤
務
医
な
ど
資
格
を
得
る

と
、
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
治

療
に
意
識
を
高
め
る
若
い
医

師
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

　

30
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
始
め

た
合
気
道
は
八
段
で
範
師
範

の
資
格
を
持
つ
。
松
戸
歯
学

部
で
は
合
気
道
部
を
設
け
、

本
年
の
部
員
は
22
名
。
毎
年

１
回
、
栃
木
県
足
利
市
の
道

場
で
海
外
か
ら
集
ま
っ
た
人

と
一
緒
に
稽
古
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
「
息
子
４
人
に
妻

も
含
め
て
一
家
全
員
、
日
大

の
出
身
で
す
」
と
も
語
る
。

性
酸
素
と
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル

が
体
に
与
え
る
研
究
」
を
進

め
て
い
る
。
活
性
酸
素
や
フ

研
究
が
治
療
に
役
立
つ

　

治
療
を
行
う
一
方
で
「
活

実験中の学生らと。前方右が村山准教授。同左が 
廣瀬助教

高精度なマイクロスコープを活用して歯の
根管治療を行っている

関
東
医
真
菌
懇
談
会
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
使
用
し
た
写

真
。上
が
真
菌
症
の
遺
伝
子
診
断

手術用顕微鏡で詳細な診断と
治療で成功率は飛躍的に向上

～日本初の特別予約診療～

歯内療法学講座には専任扱いの助手や大
学院生などがいる

し
た
。
現
在

は
、
活
性
酸

素
を
消
去
し

て
体
に
良
い

と
さ
れ
る
カ

テ
キ
ン
を
使

用
し
た
抗
が

ん
剤
の
研
究

も
進
ん
で
い

る
と
い
わ
れ

る
。

　

ま
た
、
人

種
別
に
歯
の
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